
関西大学におけるSDGsの多様な取り組み
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情報公開・

情報発信

点検・監査

地域・

社会貢献

教育と研究

137年の歴史と伝統を受けて

1886（明治19）年

関西法律学校として
大阪西区の願宗寺で開校

1922（大正11）年

大学令による大学への昇格

2022年

山岡順太郎総理事
提唱

「学の実化」
（がくのじつげ）

2016年

創立130周年

大学昇格
100周年

関西大学
について

校友（卒業生）

約50万人
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情報公開・

情報発信

点検・監査

地域・

社会貢献

教育と研究

関西大学
について

大阪に５つのキャンパス / 13学部・１５研究科

堺キャンパス

OSAKA

千里山キャンパス

高槻キャンパス

高槻ミューズキャンパス

梅田キャンパス

吹田みらいキャンパス（吹田市山田南）

学生数
29,797人

学部・大学院・別科生 合計
2023年5月現在

2023.10 START!
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関西大学は、教育・研究をはじめとするあらゆる活動を通して、かけがえのない地球環境の重要性を
訴えるとともに、地球環境に配慮し、またそれに調和した人間的豊かさの実現のため、下記の環境方針

のもとに、全学を挙げてサステイナブル・ユニバーシティの構築に取り組むこととする。（関西大学環境憲章より）

本学の環境保全委員会における取り組み

USR:大学の

社会的責任

情報公開・

情報発信

環境負荷の

把握と低減

点検・監査

地域・

社会貢献

教育と研究

関西大学におけるすべての構成員が、教育・
研究等の大学運営に関するあらゆる活動に
おいて、環境に関して定められている法令、
規則等を遵守する。

刊行物やウェブサイトを通し
て、積極的に環境情報・施策
等を公表し、学内外の環境コ
ミュニケーションを推進する。

定期的に環境監査を実施し、
環境マネジメントを見直し、
その継続的な改善に努める。

関西大学は、地域の一員であることを深く認識
し、吹田市や高槻市、堺市等とも連携しつつ地域
の環境保全に協力し、情報交換等を行う。

関西大学は、教育・研究等の
大学運営から発生する環境負
荷の把握につとめ、その低減
のために、省資源・省エネル
ギー、グリーン購入、廃棄物の
抑制と再資源化に積極的に取
り組む。

関西大学は、その総合大学と
しての特性を活かし、環境に
関するさまざまな研究を積極
的に行って科学技術の発展に
寄与するとともに、環境教育
やシンポジウムなどを通して
その公開や普及に努める。

関西大学
環境保全
委員会
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地下水・雨水利用システム
ろ過・滅菌処理
済みの地下水の
利用

環境へのさまざまな取り組み

太陽光発電システム 風力発電システム
低風速で効率よく
発電する小型垂直
軸風車を導入

太陽電池モジュール
パネルによる発電電
力でCO2排出量削減

受動喫煙防止

ガスコージェネレーション
発電機の廃熱利用で
エネルギー消費量と
CO2削減を図る

クールビズ・ウォームビズ

夏 冬室温28℃ 20℃
ネクタイ・
上着の不着用

厚着・ひざ掛け
等の使用

グリーンボンド
への投資
鉄道・運輸施設
整備支援機構発行

断熱ガラス
Low-Eで複層ガラス
採用で熱と紫外線を
カット

屋上庭園「桜の園」
豊かな緑環境の創出で
リラクゼーションと
エコを実現

ダンボールダクト
エコロジーな
空調用ダクトで
資源循環に配慮

ECO
ディスプレイ

エコの啓蒙に貢献

KUエコロール
「キャンパス内の不要紙」
による再生紙トイレット
ペーパーの導入

照明設備の省エネ対策

おおさか
プラスチック
ごみゼロ宣言

大阪府下の大学で
一番最初に宣言！

傘のシェアリングサービス
「アイカサ」

学内8か所にアイカサ
スポットを設置し、プ
ラゴミ削減促進

省エネシール貼付け

雨水除水器設置

プラゴミ削減の一
環としてビニール
の傘袋を雨水除水
器に置き換え

ウォーターサーバー設置

ペットボトルの削減、
マイボトル・マイ
カップの携行を推奨

衣料回収

不要となった廃棄
衣服を回収してリ
サイクル

関西大学
環境保全
委員会

バイオマスゴミ袋
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2018年12月、学長のもとにKANDAI for SDGs推進プロジェクトを設置。プロジェクトの下に
KANDAI for SDGs推進検討ワーキンググループを設置

本学におけるSDGsの推進について、課題を洗い出すとともに、具体的取り組み案の策定や実施
支援、事例の情報発信、その他必要な事項を検討

ＳＤＧｓ
推進にかかる
学園体制と
行動指針・
宣言

エコマネージャー

（各部署に1名配置）

SDGsキャンパスサポーター
（学生有志による団体）

教育推進部

研究推進部

社会連携部

国際部

大学13学部
大学院13研究科

第一高等学校・第一中学校

北陽高等学校・北陽中学校

高等部・中等部・初等部

幼稚園

2専門職大学院

留学生別科

図書館

博物館

ITセンター

入試センター

学生センター

キャリアセンター

学生相談・
支援センター

副学長 学長
学長
補佐

SDGsパートナー団体

カーボンニュートラル
検討ワーキンググループ
省エネルギー・キャンパス
アニメティ・廃棄物関係小委員会
環境教育及び研究関係
小委員会
社会貢献及び保全活動関係
小委員会

カーボンニュートラル
研究センター

プロジェクトを中心とした学園全体の体制

2019年11月

2021年11月

2021年12月
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SDGsの実践
現実の社会で実践されているSDGsの事例を
実際に自治体、企業担当者から直接学び、
課題解決能力の向上をめざす

SDGs入門

共通教養科目の修得や正課外の実践的なプログラムへの参加等
で構成し、修了者にはデジタル証明（オープンバッジ）を発行
（2023年度関西大学SDGsラーニングプログラム指定科目一覧）

SDGsの基礎的な知識や意義、パンデミックや気候変
動との関係性、ビジネスとのつながりなど、SDGsと
自らの興味関心の対象を結び付けて考える契機に

SDGsラーニングプログラム

SDGs×教育

主なテーマ

SDGsの基礎知識 、 組織とSDGs 、気候変動とSDGs 、

教育とSDGs 、 ESG投資とSDGs 、 ジェンダーとSDGs 、

ロジックモデルとKPI 、 インパクト評価 、 SDGsウォッ

シュ 、 バックキャスティングモデルで描くSDGsを起点とし

た思考と行動 、 SDGsに貢献する仕事について考える 、

SDGsに書いていないこと：万博やBeyond SDGsへの

視点 、 22世紀をいきる世代の役割と期待

未来社会を担う学生一人ひとりに、
SDGsに代表される社会課題の解決
に関するテーマ、領域に関する学びの
意欲を促進

〇SDGs入門 〇SDGsの実践 〇金融の実務から見るSDGs 〇環境問題と環
境政策のルーツ 〇地域社会の生活と資源 〇環境の倫理学 〇生物と環境 〇
人類紀の環境変動 〇エネルギーと環境 〇Business for SDGs

2023年度

履修者数

1420名！

2023年度

履修者数

1801名！

学部・学年・キャンパスを問わず学べるSDGs

主なテーマ
SDGsと大阪万博 、 企業とSDGsの実
践 、地方自治体とSDGsの実践 、 関西
大学とSDGs－環境保全活動を中心に 、
関西大学とSDGs－推進プロジェクトを
中心に 、 関西大学と地方自治体の連携
による取り組み 、 学生による研究成果
発表とワークショップ
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多様な学生の受入支援と国際的プログラムの展開

▶JICA研修 ABEイニシアティブ「SDGsグローバル・リーダーコース」による受け入れ

▶SDGsの視点を含めた各種海外体験プログラム

▶UNHCR難民高等教育プログラムによる難民受け入れ

SDGs×国際

SDGs推進をテーマにしたインターンシップフェアの実施や自社の活動を盛り
込んだ教材の作成など、企業様が大学と連携することにより、多様性社会の
促進モデルとして、企業価値が向上されるよう支援

ウクライナから来日し本学で修学している3人の学生の発案のもと、各国・地域
からの外国人留学生と国際部学生スタッフらによるイベント「Intercultural 
Festival」を開催

▶ウクライナの学生等の受入れ支援

法学研究科にてSDGs達成に向けた開発協力を推進するため中南米各国
の将来のキーパーソンとなりうる優秀な行政官や若手研究者等の高度人材
を受け入れ

これからのキャリア形成に必須であるSDGsの視点を含めた各種体験プログラムを多数展開

国際社会において平和の構築や社会の発展に寄与する人材の育成を目的に難民または難民と類似の地位
が認められている学生を2019年4月より受け入れ
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産官学連携のきっかけをつくる役割を果たすべく、

関西大学が保有する知的財産を紹介

研究・技術シーズ集

▶ 見出された大学の新たな研究成果・知的財産が
分野ごとに検索できます。

▶ 各シーズにおいてSDGsの該当ロゴを追記、
新たな視点の提供により外部とのマッチングの
向上をはかります。

研究、地域・社会連携活動を社会に還元

▶ 食の魔女プロジェクト（商学部 横山恵子教授）
▶ 大阪府のメインキャラクター「もずやん」を全国に！

産学官連携プロジェクト『喫茶もずやんらんど』
（社会学部 池内裕美教授）

▶ 若者向けに「水都大阪」の魅力発信
～中之島を中心とするアート散歩プロジェクト
（社会学部 劉 雪雁教授）

地域連携事例集
関西大学の教員・学生による

多彩な地域事例活動の実例を紹介

（以下はその一例）

SDGs×研究

SDGs×社会
連携・地域連携
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カーボンニュートラル研究センター

カーボンニュートラルの実現を目指す取り組みが、本学のさらなる発展と持続可能な社会の実現に寄与
する機会として捉え、今後の重要な成長戦略のひとつと位置づけ開設2022年10月に開設

SDGs×脱炭素 氏名 学部

荒地　良典 化学生命工学部

池永　直樹 環境都市工学部

石川　正司 化学生命工学部

井ノ口　弘昭 環境都市工学部

上田　尚史 環境都市工学部

上田　正人 化学生命工学部

宇都宮　浄人 経済学部

岡　照二 商学部

尾崎　平 環境都市工学部

梶原　晶 政策創造学部

川﨑　英也 化学生命工学部

北詰　恵一 環境都市工学部

桑名　謹三 社会安全学部

新熊　隆嘉 経済学部

高橋　智幸 社会安全学部

田中　俊輔 環境都市工学部

中尾　悠利子 総合情報学部

福　康二郎 環境都市工学部

細川　茂雄 社会安全学部

松本　亮介 システム理工学部

宮﨑　ひろ志 環境都市工学部

尹　禮分 環境都市工学部

文系・理系の枠を超えた研究体制
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教員推薦図書の展示

今年3月に出版された『アカデミアが挑む

SDGs』を執筆された先生方に、お薦めの本を

教えていただきました。

KU Library thinks SDGs 2023
図書館の特性を活かした取り組み～ SDGsを共有するさまざまなアプローチ～

Highschool
教員推薦図書の高等学校への貸し出し

Hometown

「すいたクールアースウイーク」

コラボレーションブースの設置

地球温暖化防止に向けた取組（主催 アジェンダ21

すいた）とコラボレーションしたブースを設置

小展示「SDGsを知ろう！～未来を守る第一歩～」

豊かな自然や美しい地球を守り、次世代に引き
継ぐために、私たちになにができるでしょうか。
第1期では地球を守ることと日々の生活がどの
ような関係にあるのかを、第2期ではグローバ
ルな視点から世界
全体の課題を考え
てみませんか。

特設ページ「SDGs e-book selection」

e-books

各目標に関連する電子書籍を気軽に閲覧できる

よう特設ページを設置。

高校生にもＳＤＧｓへの理解を深め、本取組を共有

いただけるよう教員推薦図書を貸出。

SDGs×図書館

Librarian

Academic
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関大高等部 SDGsフォーラム / 関大北陽高校“刀プロジェクト”

「探究学習："考動力"を育む学び」を教育方針として、「課題発

見・解決能力」の育成ならびに、グローバルリーダーとして活躍

するための素養習得を目指した教育を展開。2017年から実

施している同フォーラム（2021年はコロナ禍により不開催）も

その一環で、グローバル企業・団体を一堂に招聘し、SDGs達

成に向けたリアルな課題に向きあうことで、効果的に生徒の探

究心を刺激しています。2022年2月に開催された「サステナ

ブル・ブランド国際会議2022」においては、同校の提案が上

位3位に選出されるなど、着実に成果を積み上げています。

○アジア協会アジア友の会 ○大阪市男女いきいき財団 ○オムロン

○カネカ ○関西電力 ○かんぽう ○錦城護謨 ○サラヤ ○JTB

○新興出版社啓林館 ○SCREENホールディングス ○竹中工務店

○日本旅行 ○NICE(日本国際ワークキャンプセンター) ○富士通

Japan ○堀場製作所 ○LIXIL

協力企業・団体等

2022年4月から「総合的な探究の時間」を活用し、

SDGsをテーマとした課題解決型学習に取り組んでい

ます。同年10月からは、現況の社会課題を見据えた教

育を展開すべく、産業界との連携に着手。プロジェクト

の趣旨に賛同する団体とともに、若い世代の新たな視

点・考えを活用し、SDGsの達成を目指します。

参加する高校1年の生徒約400人は、各団体とのマッ

チングを経て、チームごとに課題解決に向けた実地調

査やインタビューなど、教室を飛び出した学習を展開。

相互理解・連携を深めるため、自社の職場見学や店舗

訪問も実施。生徒たちは成果発表会に向けた資料作成

や発表練習に取り組んでいます。

○ AOI TYO Holdings、 ○岩谷産業、 ○ NTT コミュニケーションズ、
○花王グループカスタマーマーケティング、 ○キッズデザイン協議会、 ○
合同食品、 ○小林製薬、 ○サノフィ、 ○上新電機、 ○白ハト食品工業、 ○
水都大阪コンソーシアム、 ○ソリッドソニック、 ○ダイハツ工業、 ○たこ八、
○テラモト、 ○日本気象、 ○日本旅行、 ○ MightyNeo、 ○マテックス、
○丸大食品、 ○ミズノ、 ○武庫川女子大学生活美学研究所 、 ○明治安田
生命保険、 ○らくたび、 ○リコージャパン

SDGs×併設校

協力企業・団体等
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KANDAI×HOSEI SDGs Weeks

包括連携協定締結を契機に、相互にSDGsパートナーとしてタッグを組んで様々な取り組みを

進めることで両大学のステークホルダーへの影響力において相乗効果を発揮！

フィールドワーク、学生企画イベント、オンライン交流会、各種講演会、パートナー団体提供の

ワークショップ等多様なプログラムを両大学で多数展開

ＳＤＧｓ
×機運醸成

【2023年度プログラムの一例】
■オンラインセミナー
「キッズデザインに取り組むことは、SDGｓに取り組むこと。
～私たちはなぜキッズデザインに携わるのか～」
（特定非営利活動法人キッズデザイン協議会）

■ワークショップ
「伝わる発表資料デザイン講座」（モリサワ）

■印象アップセミナー
～良い関係を築くメイクと身だしなみ～（花王グループ
マーケティング）

■大阪インフィオラータ2023(インフィオラータ）

■関西大学 KANDAI for SDGs 推進プロジェクト
×法政大学 SDGs＋プロジェクト

「SDGs アクションプランコンテスト 本審査」

◆その他、本学SDGsパートナーによるセミナー、
学外イベント連動企画、展示・キャンペーン企画等
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この制度では、特定の事項に限って1対1の関係で取り組む連携協定とは異なり、相互に随

時柔軟に相談しながら取り組むことのできる「緩やかな」関係性を重視しています。相互に

有するリソースを活用しつつ、他のパートナーとも連携することでできることがこの制度の

大きな特色であり、できることの幅を大きく広げる可能性に期待が寄せられています。

本学では、本制度を基盤に産官学協働の多彩な取組みを展開し、世界に溢れる様々な社会

課題に対するトレードオンを目指します。 登録数 66団体（2023年10月時点）

関西SDGsプラットフォーム
教育分科会 SDGsナレッジラボ
株式会社ＮＴＴドコモ
株式会社三和工務店
株式会社島津製作所
株式会社HAMONZ
株式会社ウィザス
株式会社学研プラス
堺市
一般財団法人 日本品質保証機構
SDGs プロジェクト
レッドホースコーポレーション株式会社
株式会社ワークアカデミー
ジーエルサイエンス株式会社
法政大学 SDGs+（プラス）プロジェクト
株式会社モリサワ
キリンビバレッジ 株式会社
一般社団法人 ボランティアプラットフォーム
（ぼらぷら）
エネラボ株式会社

クリエイトグループ
クリエイト株式会社 ダイドレ株式会社

公益財団法人 太平洋人材交流センター(PREX)
株式会社Direct Stock Japan
株式会社 日刊スポーツ新聞 西日本
株式会社 日立システムズ 関西支社
株式会社コトラ
近畿経済産業局
株式会社テラモト
株式会社三井住友銀行
株式会社アーバンリサーチ
株式会社EXIDEA
株式会社クラダシ
株式会社アスエク
株式会社日本旅行
株式会社ユニオン
株式会社竹中工務店
協同組合関西 ファッション連合
ピープルポート株式会社
花王グループカスタマーマーケティング株式会社

松蔭高等学校Blue Earth Project
Daigasエナジー株式会社
株式会社マテックス
リコージャパン株式会社
関西電力株式会社
吹田市下水道部
株式会社毛髪クリニックリーブ21
株式会社ＪＴＢ
株式会社IKUSA
農林中央金庫
エファタ株式会社
株式会社Sumapla
堺市立少林寺小学校
株式会社インフィオラータ・アソシエイツ
小林製薬株式会社
特定非営利活動法人キッズデザイン協議会
仙台市立仙台高等学校
株式会社Twenty-Two
株式会社BPLab
アクアクララ株式会社

2021年5月制定

関西大学SDGsパートナー制度

株式会社MBSメディアホールディングス
大阪シーリング印刷株式会社
株式会社阪急阪神百貨店 阪急うめだ本店
株式会社ソクスポ
尼崎市経済環境局経済部地域産業課
象印マホービン株式会社
株式会社折兼
国立大学法人北海道大学
北海道下川町

ＳＤＧｓ
パートナー
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ＳＤＧｓ
パートナー
取組事例

SDGsパートナー団体との取り組みについて

関西大学主導企画

取組名 取組概要 協力団体

「SDGsの実践」への登壇 全学部・全学年が対象の共通教養科目「SDGsの実
践」（履修者数1,801名）全15回の講義のうち1コマ
を担当

近畿経済産業局/吹⽥市/堺市/クラダシ/関西電力/大阪

ガス（Daigasエナジー）/NTTドコモ/島津製作所/阪急
百貨店/⽇本旅⾏/花王グループカスタマーマーケティン

グ

KANDAI×HOSEI
SDGsWeeks

セミナー/ワークショップ/フィールドワーク/展示等 法政大学/キッズデザイン協議会/花王グループカスタ
マーマーケティング/モリサワ/インフィオラータ

エキスポ文化祭 エキスポシティのSDGs関連イベントにてユニバーサ
ルスポーツを実施

ソクスポ

KANDAI×HOSEI SDGsアク
ションプランコンテスト2023

「持続可能な社会」について主体的に考え、SDGs達
成に向けての具体的な提案を行う

クリエイト/ダイドレ/ジーエルサイエンス/日本旅行/マ
テックス/リコージャパン

エコプロ2023 展示パネル ユニオン/日刊スポーツ新聞西日本/花絵文化協会（イン
フィオラータ・アソシエイツ）/SDGsキャンパスサポー
ター

関大北陽高「企×学協働プロジェ
クト『刀』

高校生が社会人と協働してSDGsの課題解決に取り
組む産学連携プロジェクト

NTTコミュニケーションズ/花王グループカスタマーマー
ケティング/キッズデザイン協議会/小林製薬/テラモト/
日本旅行/マテックス/リコージャパン
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取組名 日時 取組概要 協力団体

ウクライナ避難民への支援 4月21日～ 日本語学習eラーニング教材、マスク、文房具、辞書等の提供 Gakken(旧：学研プラス）

みどりの学習旅行プログラムづくり事業 4月22日～24日 林業が盛んな高知県内の山間資源を修学旅行などへの活用と
可能性を考える事業

日刊スポーツ新聞西日本
日本旅行

伝わる文書から始めるSDGs～実践編
～

6月29日 ユニバーサルデザインとUDフォントについて学び、資料・文書
作成の改善例について実演

モリサワ

UNION CRAFTSMANSHIP
AWARD

6月～11月 建築材料メーカーUNION とその協力工場で、SDGs をテー
マに提案力・技術力・デザイン力などを競うイベントを開催

UNION

ドバイ万博からみんなで考える
2050年の未来像

8月4日・5日 ドバイ万博の事例を学び、2050年の未来像をディスカッショ
ン

アスエク

高大連携セミナー 11月21日 途上国の課題理解を目的としたオンラインフィールドワークや
全国の高校生と関西大学学生とのディスカッションを実施

ぼらぷら

パートナー団体提案企画

ＳＤＧｓ
パートナー
取組事例

SDGsパートナー団体との取り組みについて

（内容は2022年度実施分）
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？

関西大学千里山キャンパスを訪問する中高生
たちがSDGsについて学び考える機会を提供
（岐阜県羽島中学校、和歌山県橋本高校）。
SDGsに関するセミナー、ワークショップ、キャ
ンパスツアーを開催。また、尼崎市内の中学校
や豊津西中学校でのSDGs教育にも協力。出
張授業やカードゲームなどを通じて大学生と
中学生が「楽しく、わかりやすく、身近な」
SDGsを一緒に学びました。

開催：2023年６月1日～随時

読売テレビからの依頼を受け、データ放送で
SDGsに関するクイズを期間中、毎日1題出題。
幅広い年齢層の方にSDGsを楽しく学んでも
らいました。

開催：2021年12月25日- 2022年1月7日

2025年の万博を見据え、ららぽーと
EXPOCITYでSDGs推進企画として開催され
たEXPO文化祭でSDGsスタンプラリーと
SDGs塗り絵を実施。たくさんの子供達と
SDGsについて考える機会となりました。

開催：2022年11月23日

ＳＤＧｓ
×学生活動

関西大学SDGsキャンパスサポーター
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SDGs＋beyondを見据えて

ＳＤＧｓ
×

大阪・関西
万博

関大万博部（学生団体）

※ 検討中もしくは検討予定のものを含んでいます

大阪ヘルスケアパビリオン「展示・出展ゾーン」へ出展する

ベンチャー企業、中小企業、スタートアップ等を募集！

Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜

2025大阪・関西万博
推進プロジェクト

パビリオン

展示部会
共創チャレン

ジ部会

学生活動

推進部会
万博Weeks

部会

～大阪・関西万博に向けた取り組み～
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